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高校に行ってきました。
　
令
和
２
年
４
月
15
日
、
福

島
県
立
喜
多
方
桐
桜
高
等
学

校
に
お
じ
ゃ
ま
し
、
未
来
を

担
う
高
校
３
年
生
の
皆
さ
ん

に
、
中
庭
の
「
憩
い
の
広
場

（
※
）」
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

し
て
き
ま
し
た
。

※
憩
い
の
広
場
は
、
創
立
10
周

年
記
念
事
業
と
し
て
、
建
設

科
の
生
徒
さ
ん
と
地
元
企
業

が
協
力
し
て
施
工
し
た
も
の

で
す
。

将
来
の
夢
は
何
で
す
か
。

村
田　
声
優
に
な
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
小
学
生
の

時
に
見
た
ア
フ
レ
コ
に
感
動

し
、
人
生
の
中
で
初
め
て
な

り
た
い
と
思
っ
た
職
業
で
す
。

原　
土
木
技
術
者
で
す
。
高

校
に
入
学
し
て
か
ら
思
い
始

め
ま
し
た
。
今
は
、
資
格
取

得
の
た
め
に
勉
強
を
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

大
竹　
中
学
生
の
頃
は
自
動

車
の
整
備
士
を
目
指
し
て
い

ま
し
た
が
、
洋
服
が
好
き
で
、

洋
服
に
携
わ
る
職
業
に
就
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

荒
川　
パ
テ
ィ
シ
エ
に
な
る

の
が
夢
で
す
。
お
菓
子
で
人

の
笑
顔
を
作
り
た
い
と
思
い

目
指
し
て
い
ま
す
。

斎
藤　
授
業
で
学
ん
で
い
る

簿
記
な
ど
を
活
か
し
て
事
務

職
に
就
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

で
体
験
し
て
、
自
分
に
合
っ

て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

原　
桐
桜
高
校
の
良
い
と
こ

ろ
の
一
つ
と
し
て
、
地
元
の

企
業
さ
ん
と
連
携
し
て
授
業

を
展
開
で
き
る
と
い
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
憩
い

の
広
場
（
※
）」
も
作
る
に
あ

た
っ
て
、
地
元
の
企
業
さ
ん

の
協
力
で
、
授
業
で
は
習
え

な
い
よ
う
な
と
こ
ろ
も
教
え

て
い
た
だ
い
た
り
し
て
出
来

上
り
ま
し
た
。

荒
川　
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
科
で
は
、
喜
多
方
の
活
性

化
の
た
め
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を

話
し
合
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
事
を
み
ん
な
で
考
え

る
授
業
が
あ
る
の
は
楽
し
い

で
す
。
高
校
生
な
ら
で
は
の

ア
イ
デ
ィ
ア
が
た
く
さ
ん
出

ま
し
た
。

喜
多
方
を
良
く
す
る
た
め
に

必
要
な
こ
と
は
？

大
竹　
若
者
の
減
少
と
高
齢

化
に
早
急
に
対
策
を
と
っ
て
、

い
ろ
ん
な
世
代
の
人
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
街
に
な
っ
て

村
む ら た

田  悠
ゆ う き

葵さん
（電気・電子科）

原
はら

  琉
りゅうせい

星さん
（建設科）

大
おおたけ

竹  重
しげつね

経さん
（機械科）
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喜多方桐桜市議会です
おじゃましますおじゃまします
市議会です

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

村
田　
喜
多
方
市
は
イ
ベ
ン

ト
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、
自

分
た
ち
で
考
え
て
作
る
よ
う

な
イ
ベ
ン
ト
も
あ
れ
ば
い
い

と
思
い
ま
す
。

斎
藤　
ど
の
世
代
で
も
楽
し

め
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
考

え
て
い
け
れ
ば
、
活
気
あ
ふ

れ
る
街
に
な
る
の
で
は
な
い

か
な
と
思
い
ま
す
。

若
者
の
政
治
参
加
に
つ
い
て
、

ど
う
考
え
ま
す
か
。

荒
川　
自
分
自
身
、
政
治
に

つ
い
て
考
え
る
機
会
は
少
な

い
で
す
が
、
18
歳
か
ら
の
選

挙
権
を
機
会
に
積
極
的
に
参

加
し
て
、
若
者
ら
し
い
新
し

い
意
見
を
出
せ
る
よ
う
に
な

れ
ば
世
の
中
も
変
わ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

原　
若
者
が
政
治
に
参
加
し

て
い
な
い
こ
と
は
大
き
な
問

題
で
す
。
生
活
の
根
本
に
は

政
治
が
関
わ
っ
て
く
る
わ
け

で
す
が
、
そ
れ
に
参
加
し
な

い
と
い
う
こ
と
は
普
通
で
は

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
い

く
ら
政
治
を
批
判
し
て
も
、

参
加
し
な
け
れ
ば
何
も
変
わ

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

市
議
会
に
望
む
こ
と
は
。

村
田　
市
民
に
意
見
を
聴
く

齋
さいとう

藤  里
り り か

利花さん
（情報システム科）

荒
あらかわ

川  陽
ひ な た

向さん
（エリアマネジメント科）

機
会
が
多
け
れ
ば
議
員
の
皆

さ
ん
と
も
話
し
や
す
く
な
る

と
思
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
、

い
ろ
ん
な
意
見
を
持
っ
て
い

る
の
で
、
皆
の
意
見
を
ま
と

め
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

原　
僕
も
一
緒
で
、
い
ろ
ん

な
人
の
意
見
を
聴
く
機
会
を

増
や
し
た
ら
い
い
と
思
い
ま

す
。
少
子
高
齢
化
が
あ
ま
り

に
も
深
刻
な
の
で
、
そ
の
対

策
を
も
っ
と
話
し
合
っ
て
も

ら
い
た
い
で
す
。

大
竹　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
の
中
で
、
不

安
な
声
が
た
く
さ
ん
あ
る
の

で
、
市
民
が
安
全
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
な
対
策
を

考
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

荒
川　
こ
れ
か
ら
を
担
っ
て

い
く
若
者
に
向
け
て
の
政
治

参
加
へ
の
取
り
組
み
を
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

斎
藤　
予
想
の
出
来
な
い
災

害
時
の
避
難
へ
の
意
識
が
低

い
と
思
う
の
で
、
皆
に
分
か

り
や
す
く
避
難
方
法
な
ど
を

提
示
し
て
、
何
か
あ
っ
た
時

は
す
ぐ
に
対
応
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

憩いの広場
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喜多方市議会では、市民の皆さまの安全・安心に配慮し、感染予防と感染拡大防止を図るため、
喜多方市新型コロナウイルス感染症対策本部と連携し、議会としての対応策について協議・調整
するため、令和2年4月16日、「喜多方市議会新型コロナウイルス感染症対策会議」を設置しました。

市民の皆さまの生命と健康を守るため、議員一丸となって対応してまいります。

令和2年4月22日、市民の安全・安心を最優先に、市民生活の安寧と市内経済の安定持続が図られ、市
民の不安が一日も早く解消するよう、積極的な措置を強く要望いたしました。

令和2年4月24日には、国及び県へも要望書を送付しました。

新型コロナウイルス感染症対策会議を設置！

（全文）
１　感染防止対策について
⑴　市内在住の市民に対し、一世帯につき５枚のマスクを配布すること。
⑵　子ども用のマスクを確保すること。
⑶　市内企業でのマスクの製造及び市内酒造業者でのアルコール消毒液の製造について要請し、その支援をすること。
⑷　子どもがいる世帯と高齢者世帯に対し、消毒液を配布すること。
⑸　妊娠している方へタクシー券を配布し、マスクなど衛生用品を支給すること。
⑹　３密とならないよう、特に懇親会等の開催について、再度徹底すること。
２　医療体制の強化について
⑴　喜多方市内の医療機関に発熱外来及びＰＣＲ検査センターを設置するよう、関係機関に早急に要請すること。
⑵　感染者を治療する指定病院（重度・中度・発症無し）を会津に設置すること。
⑶　軽症者の受入施設を確保すること。
⑷　フルフェイスマスク、防護服をはじめとした設備や備品、医師及び看護師等医療スタッフを確保すること、及
びまさに命がけともいえる新型コロナウイルス感染症と戦う医療従事者に、特別手当の予算を確保するよう、国
に要請すること。

３　市民への支援策について
⑴　すでに企業の雇用解雇が発生している状況にあるため、その対策を急ぐとともに、再就職先や生活相談の窓口
の設置について、市が積極的に取り組むこと。

⑵　国保税の減免や社会保険料の減免、消費税の５％削減に踏み切るなど、住民の可処分所得を増やして、消費購
買力を強める施策を国に強く求めること。

⑶　市外、首都圏等で帰省を自粛し暮らしている本市出身の若者（18歳～ 30歳）の応援のために、本市特産品及び
マスク等の送付を行うこと。

⑷　ひとり親世帯への児童扶養手当を加算すること。
⑸　市税の納入期限を延長すること。
４　市内経済対策について
⑴　地方創生臨時交付金の大幅増額によって、地方経済を強力に支援することを国に強く求めること。
⑵　政府の外出自粛要請、休業要請、イベントの中止やその他風評被害等により、休業を余儀なくされている労働者、
個人事業者など、市内経済の落ち込みの実情を正確に調査し、市独自の支援策を含めて、早急に対応策を講じる
こと。

⑶　国等の資金融資制度を補う市独自の制度を創設すること。
⑷　飲食店の家賃補助制度及び宅配に係る補助制度を創設すること。
⑸　小規模事業者や個人事業主、フリーランスなど業種を問わない緊急支援金制度を創設すること。
⑹　小中学校の休校により、給食食材生産者など、市民や事業主に与えた損害の補償を誠実に行うこと。
⑺　労働者（非正規雇用を含む。）、個人事業主、フリーランスなどの賃金、収入減少への対応は、雇用調整助成金
を「コロナ特例」として、賃金の８割補償に引き上げ、一回限りでなく、継続的な補償を行うよう国に強く要請
すること。

⑻　介護施設では一旦感染者が出れば、急速に拡大する危険があるため、介護事業所の感染防止に最善を尽くすと
ともに、事業者任せにせず、保健所などで相談できる体制をつくること。また、デイサービスや訪問介護の中止・
縮小などによる減少分を、全額補償すること。

５　教育対策について
⑴　万が一にも市内で感染者が発生した場合は、小中学校、児童クラブ及びこども園の一斉休業を行うこと。また、
私立保育園に対しては休園要請を行うこと。

⑵　学校の休校による学業の遅れが無いようにすること。また、特に進学希望の子ども達への対策を講じること。
６　情報の提供・発信について
⑴　現在、対策本部でＷＥＢ公開、回覧などしている情報の更新頻度や配布頻度を高め、市民へ正確で細やかな情
報提供をすること。

⑵　新型コロナウイルス感染症対策及び国・県、市などの支援制度をまとめた冊子を各世帯等に配布すること。
⑶　社会福祉協議会と連携し、休業された方向けの緊急小口資金及び失業された方等向けの総合支援資金について
の情報を、広く周知すること。

⑷　観光客など県内外からの来訪者が依然として多い状況にあるため、来訪自粛のお願いを徹底すること。また、市
長からＳＮＳ等で強く自粛の要請を発信すること。

７　上記１～６の各項目を実行するための必要な予算措置を講じること。

遠藤市長に要望書を提出！
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旧甲斐家蔵住宅、公開へすすむ ３月
定例会

令和２年　当初予算
会計 補正額

一　　　般 254億8,300万　  円
特　　　別 119億4,945万6千円

下水道（収入） 19億8,868万4千円
   〃   （支出） 22億7,474万6千円
水   道（収入） 14億4,305万8千円
   〃   （支出） 17億9,379万3千円

令和元年　補正予算
会計 補正額 累計

一　　　般 △5億5,971万1千円 256億9,801万3千円
特　　　別 1億5,598万3千円 140億3,909万7千円
水  道（収入） △1,692万2千円 14億4,238万1千円
　〃　（支出） △8,288万9千円 17億7,468万4千円

令和２年第１回３月定例会は２月27日から３月17日までの20日間の会期で開催されました。
市長提案により、報告1件、令和２年度予算案12件、令和元年度補正予算案12件、条例案54件、
人事案3件、その他5件と、議会から議会案2件と動議1件が提出されました。

当初予算の主な事業

上ノ山墓地公園に建設検討している合葬式施設の建設
設計業務委託等の経費

［事業費］3,738千円

所有者の委託を受け、意欲と能力のある林業経営者に
再委託するなど、林業経営の効率化と森林管理の適正
化を促進する経費

［事業費］10,238千円

観光拠点施設としての保存修理・活用整備工事、耐震補
強工事等のための敷地全体の基本設計業務等の経費

［事業費］45,602千円

旧甲斐家蔵住宅整備事業

合葬式施設調査・建設設計事業

森林経営管理事業

市税（個人市民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保
険税）をコンビニで納入できるシステムの導入経費

［事業費］9,897千円

コンビニ収納システム導入事業
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県
立
病
院
跡
地
に
建
設
予
定

の
「
ひ
と
づ
く
り
・
交
流
拠
点

複
合
施
設
整
備
事
業
」
に
つ
い

て
、
所
管
す
る
総
務
委
員
会
は
、

施
設
に
入
る
予
定
と
な
っ
て
い

る
子
供
の
遊
び
場
、
子
育
て
支

援
施
設
、
准
看
護
学
校
、
図
書

館
等
を
所
管
す
る
文
教
厚
生
委

員
会
と
連
合
で
審
査
し
た
。

令
和
２
年
度
当
初
予
算
に
含
ま

れ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
？

建
設
本
体
の
予
算
は
第
１
期

工
事
で
17
億
円
以
上
で
あ
る
。

財
源
と
し
て
合
併
特
例
債
を
考

え
て
お
り
、
ま
ず
新
市
建
設
計

画
の
延
長
を
議
決
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
た
め
、
予
算
編
成
に

間
に
合
わ
な
か
っ
た
。

施
設
面
積
や
駐
車
台
数
が
足
り

な
い
の
で
は
？

そ
れ
ぞ
れ
充
分
で
あ
る
。

施
設
の
内
容
や
関
連
団
体
の

意
向
の
確
認
、
維
持
管
理
の
問

題
、
そ
し
て
厚
生
会
館
や
図
書

館
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
質
問

が
あ
っ
た
が
、
現
段
階
で
は
ま

だ
明
確
な
方
向
性
は
決
ま
っ
て

い
な
い
。

議
案
審
議
・
委
員
会
の
審
査
か
ら 

議
会
初
！
複
合
施
設
の
連
合
審
査
会（
※
）

実
施
さ
れ
る
！

※
連
合
審
査
会
と
は
…
付
託
を
受

け
た
委
員
会
が
、
他
の
関
連
す
る

委
員
会
と
合
同
で
審
査
・
調
査
す

る
た
め
に
開
く
会
議
。

住
宅
用
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
設
備
等
設
置
補
助
は
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
く

も
の
で
、
太
陽
光
発
電
、
薪
・

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
、
地
中
熱

利
用
を
対
象
と
す
る
。

さ
ら
に
今
年
度
、
取
り
組
み

を
加
速
さ
せ
る
た
め
、
新
た
に

蓄
電
池
と
電
気
自
動
車
充
給
電

設
備
を
追
加
拡
充
し
た
。

追
加
拡
充
し
た
意
図
は
？

電
力
の
固
定
価
格
買
い
取
り

制
度
が
、
10
年
間
の
期
間
が
終

了
し
、
１
KW
あ
た
り
40
円
か
ら

20
円
代
で
の
買
い
取
り
で
あ
っ

た
が
、
10
円
前
後
の
安
い
価
格

で
の
自
由
買
い
取
り
か
、
自
家

消
費
を
す
る
か
の
選
択
と
な
る
。

市
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ

ジ
ョ
ン
に
よ
り
、
地
産
地
消
を

目
指
す
こ
と
か
ら
、
太
陽
光
発

電
の
設
備
等
に
つ
い
て
は
、
家

庭
で
自
家
消
費
で
き
る
よ
う
に

蓄
電
池
の
設
置
、
さ
ら
に
、
電

気
自
動
車
の
充
給
電
設
備
に
よ

り
、
家
庭
で
電
力
を
有
効
活
用

し
て
い
た
だ
く
よ
う
補
助
を
行

い
事
業
促
進
を
図
る
も
の
で
あ

る
。

予
算
の
積
算
は
？

太
陽
光
発
電
が
40
件
で
480
万

円
、
薪
・
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ

が
８
件
で
80
万
、
地
中
熱
利
用

が
１
件
で
10
万
円
、
蓄
電
池
が

５
件
で
50
万
円
、
電
気
自
動
車

充
給
電
設
備
が
５
件
で
25
万

円
、
合
計
645
万
円
で
あ
る
。

再
エ
ネ
補
助
金
を
拡
大
・
充
実

住宅用太陽光発電
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消
費
税
引
き
上
げ
に
伴
う
国

の
施
策
に
基
づ
き
、
低
所
得
者

並
び
に
３
歳
児
未
満
の
子
育
て

世
帯
な
ど
１
万
２
０
０
０
人
分

を
対
象
と
し
、
令
和
元
年
度
当

初
予
算
に
約
３
億
円
の
事
業
費

を
計
上
し
た
が
、
申
請
が
少
な

く
今
議
会
で
、
約
1
億
９
０
０

０
万
円
の
減
額
と
な
っ
た
。

事
業
実
績
、
4
割
に
留
る

市
民
か
ら
は
「
な
ぜ
以
前
の

給
付
金
の
よ
う
に
現
金
給
付
で

な
い
の
か
」「
給
付
金
で
な
け

れ
ば
申
請
し
な
い
」「
購
入
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
れ

ば
申
請
し
な
い
」
と
い
う
意
見

が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

低
所
得
者
に
と
っ
て
は
、
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
購
入
時
に

あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
金
額
を

支
出
す
る
こ
と
に
抵
抗
が
あ
る

た
め
申
請
件
数
が
伸
び
な
い
と

考
え
て
い
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え

国
で
検
証
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
市
か
ら
国
へ
事
情

を
報
告
し
て
い
く
。

若
者
定
住
促
進
事
業
は
平
成

28
年
９
月
か
ら
実
施
し
、
市
外

か
ら
の
転
入
を
促
進
し
、
市
内

で
の
転
出
抑
制
が
図
ら
れ
て
き

た
。
実
績
と
し
て
、
市
内
が
259

世
帯
中
220
世
帯
、
転
入
が
39
世

帯
で
あ
る
。
そ
の
中
で
近
隣
か

ら
の
転
入
が
35
件
と
ほ
と
ん
ど

を
占
め
て
い
る
。

変
更
の
理
由
は
？

地
域
創
生
会
議
で
の
意
見
で

は
、
新
築
に
補
助
を
す
る
と
空

き
家
が
増
え
る
要
因
に
な
る
の

で
は
な
い
か
。
ま
た
、
近
隣
市

町
村
と
の
住
民
の
取
り
合
い
は

や
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
等
の

意
見
も
あ
っ
た
。

そ
れ
ら
の
意
見
も
参
考
に

し
、
こ
れ
ま
で
の
若
者
定
住
促

進
事
業
を
見
直
し
、
転
入
に
つ

い
て
は
移
住
者
住
宅
支
援
事
業

と
し
、
近
隣
の
市
内
と
13
市
町

村
に
つ
い
て
は
、
多
世
代
同
居

住
宅
取
得
支
援
事
業
で
と
考
え

た
。

１
億
円
の
商
品
券
が
使
わ
れ

た
と
い
う
こ
と
で
、
経
済
的
に

は
有
効
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

郵
便
局
へ
の
業
務
委
託
の
成
果

は
？当

初
は
、
本
庁
と
総
合
支
所

の
5
カ
所
で
販
売
す
る
予
定
だ

っ
た
が
、
郵
便
局
は
市
内
に
17

局
あ
る
こ
と
か
ら
、
販
売
が
増

え
経
費
を
低
く
抑
え
る
こ
と
が

で
き
た
。

要
件
及
び
ニ
ー
ズ
は
？

市
民
及
び
会
津
13
市
町
村
か

ら
の
転
入
者
を
対
象
と
し
、
物

件
は
新
築
及
び
中
古
で
改
築
は

含
ま
な
い
。
ニ
ー
ズ
は
こ
れ
ま

で
の
実
績
か
ら
８
件
を
想
定
し

て
い
る
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
は

　
有
効
だ
っ
た
の
か

若
者
定
住
促
進
事
業
か
ら

　
多
世
代
同
居
住
宅
支
援
事
業
へ
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合
併
後
旧
市
町
村
時
の
ま
ま

に
な
っ
て
い
た
公
共
料
金
や
諸

手
続
き
手
数
料
の
改
正
を
行
う

た
め
、
関
係
す
る
条
例
改
正
案

が
提
案
さ
れ
た
。

合
併
後
は
各
施
設
の
料
金
に

差
異
が
あ
り
調
整
を
求
め
て
い

た
。

改
正
の
基
準
は
何
か
？

当
局
に
お
い
て
改
正
の
為
の

内
部
の
基
準
を
つ
く
り
そ
れ
に

従
っ
て
統
一
的
な
改
正
を
し
た

も
の
で
あ
る
。
使
用
時
間
の
区

分
も
午
前
、
午
後
と
大
別
さ
れ

て
い
た
も
の
を
１
時
間
毎
に
細

分
化
さ
れ
た
使
用
料
と
な
っ
て

い
る
。

障
が
い
者
の
利
用
は
？

議
案
30
号
で
は
障
が
い
者
の

利
用
に
際
し
て
は
免
除
す
る
こ

と
に
よ
り
、
障
が
い
者
の
社
会

参
加
の
促
進
を
は
か
ろ
う
と
改

正
が
な
さ
れ
て
い
る
。

合
併
後
初
の
公
共
施
設

　
利
用
料
金
の
見
直
し

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
母

子
手
帳
、
母
子
健
康
手
帳
の
交

付
、
妊
娠
、
出
産
、
育
児
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
行

い
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
一

体
的
に
提
供
し
、
安
心
し
て
出

産
、
子
育
て
が
で
き
る
環
境
の

整
備
を
図
る
こ
と
を
目
指
し
設

置
す
る
。

「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
、

　
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
！

喜
多
方
観
光
物
産
協
会
の
法

人
化
に
つ
い
て
は
、
民
間
の
自

由
な
発
想
を
活
か
し
、
自
立
し

た
機
関
と
し
て
市
と
連
携
す
る

こ
と
で
さ
ら
な
る
観
光
の
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
が
、
産
業
建
設

常
任
委
員
会
の
議
論
の
中
で
は
、

協
会
が
自
立
し
て
い
く
た
め
の

明
確
な
目
標
は
示
さ
れ
な
か
っ

た
。
法
人
化
後
の
財
源
や
人
員

喜
多
方
観
光
物
産
協
会
事
業
補
助
金
で

　
口
頭
付
言
！

※
口
頭
付
言
…
委
員
長
報
告
を
述

べ
終
わ
っ
た
後
で
、
付
け
加
え

て
文
書
で
は
な
く
直
接
意
見
や

要
望
を
述
べ
る
こ
と
。

に
つ
い
て
は
、
市
に
依
存
す
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
な
ど
意
見

が
あ
っ
た
。

口
頭
付
言
を
付
す
！

本
会
議
に
お
い
て
、
法
人
設

立
後
、
協
会
内
部
で
議
論
を
重

ね
、
自
立
に
向
け
た
具
体
的
な

目
標
と
事
業
計
画
を
早
期
に
策

定
し
、
議
会
へ
説
明
す
る
よ
う

口
頭
付
言
が
付
さ
れ
た
。

設
置
場
所
と
職
員
配
置
は
？

他
課
と
連
携
し
や
す
い
こ

と
、
個
別
の
相
談
室
の
確
保
が

し
や
す
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、

本
庁
１
階
の
保
健
課
国
保
医
療

係
の
場
所
に
設
置
を
考
え
て
い

る
。保

健
師
1
名
は
正
職
員
、
助

産
師
2
名
と
事
務
補
助
員
1
名

は
会
計
年
度
任
用
職
員
を
想
定

し
て
い
る
。
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一

般

質

問

後
藤
　
誠
司 

議
員

　
地
域
振
興
課
の
新

設
に
よ
り
、
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
（
住
民

自
治
）
推
進
事
業
に
お

い
て
は
、
総
合
支
所
と

連
携
し
て
き
め
細
か
で

迅
速
な
対
応
を
図
る
と

し
た
が
、そ
の
成
果
は
。

　

地
域
ご
と
に
異
な

る
課
題
や
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
迅
速
に
対
応

で
き
る
よ
う
事
前
相
談

か
ら
受
け
付
け
、
交
付

の
決
定
、
事
業
の
確
定

ま
で
を
一
貫
し
て
よ
り

身
近
で
あ
る
各
総
合
支

所
及
び
地
域
振
興
課
で

行
っ
た
。

補
助
金
を
活
用
し
た

行
政
区
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
「
身
近
に
い
る
職
員

と
相
談
し
な
が
ら
、
円

滑
に
事
業
を
実
施
で
き

た
」「
行
政
と
地
域
の

課
題
や
問
題
意
識
を
共

問答

一般質問は、市政全般について市の方針を質すものです。
３月定例会の一般質問は３月２日から４日までの３日間行われ、15名の議員が登壇

し、市民の皆さんの生活にかかわる行政全般について質問をしました。
文面は各議員の自己編集とし、質問した項目のなかから１項目程度を要

約して掲載しております。（すべての質問項目は、オンデマンド配信でご
覧いただけます。また、開期中はインターネットで中継を配信しています。）

※各議員のQRコードをスマートフォンのバーコードリーダーで読み取ると、オンデマンド配信でご覧いただけます。

令和元年度、組織機構見直しの成果は？
きめ細やかで迅速な行政サービスが図れた。

一 質般 問
喜多方市政のココが知りたい！

有
し
な
が
ら
事
業
に
取

り
組
め
た
」
な
ど
と
高

評
価
を
得
た
。

　
総
合
支
所
を
「
住

民
課
」
と
「
産
業

建
設
課
」
の
２
課
体
制

と
し
た
成
果
は
。

　

新
設
し
た
産
業
建

設
課
に
つ
い
て
は
、

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る

際
の
人
員
配
置
が
容
易

に
な
っ
た
こ
と
、
農
林

道
や
市
道
の
維
持
・
修

繕
な
ど
の
技
術
的
業
務

に
お
い
て
も
、
一
体
的

な
対
応
が
行
え
機
動
的

か
つ
柔
軟
な
対
応
が
で

き
て
お
り
、
市
民
生
活

の
維
持
向
上
が
図
ら
れ

た
。 問答

市長

農山村元気塾
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子ども遊び場等の施設は、独立した建物にすべきでないか

山都町の田舎暮らし体験住宅の見直しは？

複合化による相乗効果、整備と維持管理のコスト削減になる。

体験住宅は廃止し、新たな宿泊補助制度の創設を図る。

管
理
コ
ス
ト
の
削
減
が

図
ら
れ
る
の
で
、
計
画

に
基
づ
き
整
備
を
進
め

て
い
く
。

　
図
書
館
建
設
は
理

解
す
る
が
、
周
辺

地
域
に
も
図
書
室
が
併

設
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
図
書
機
能

を
有
す
る
施
設
を
全
市

一
体
的
に
検
討
す
べ
き

で
あ
る
。
中
心
部
に
の

み
の
施
設
建
設
を
再
考

す
べ
き
で
な
い
か
。

　

今
後
施
設
建
設
に

あ
た
っ
て
は
、
公

共
交
通
の
利
便
性
の
確

保
な
ど
対
策
を
取
る
。

ま
た
、
子
ど
も
関
連

施
設
と
看
護
・
介
護
・

福
祉
人
材
施
設
は
１
期

工
事
な
の
で
変
更
で
き

な
い
が
、
図
書
館
な
ど

２
期
工
事
に
つ
い
て
は

再
検
討
の
余
地
は
あ

る
。 問答

齋
藤
　
仁
一 

議
員

佐
原
　
正
秀 

議
員

　
子
ど
も
遊
び
場
な

ど
関
連
施
設
、
看

護
・
介
護
・
福
祉
養
成

施
設
、
図
書
館
施
設
と

各
性
格
の
違
う
施
設
を

一
体
化
す
る
こ
と
に
は

無
理
が
あ
る
。
各
施
設

を
独
立
し
た
施
設
と
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　

広
く
市
民
の
意
見

や
要
望
を
聞
い

て
、
施
設
の
在
り
方
を

検
討
し
て
き
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
施
設
間
・
機
能

間
の
相
互
連
携
に
よ

り
、
利
用
者
の
利
便
性

と
稼
働
率
の
向
上
が
図

ら
れ
る
。

施
設
間
の
連
携
に
よ

る
事
業
の
拡
大
や
充

実
、
さ
ら
に
市
民
等
の

新
た
な
交
流
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
広
が
り
な

ど
、
複
合
化
に
よ
る
相

乗
効
果
、
整
備
と
維
持

問答

　
移
住
希
望
者
と
住

民
と
の
交
流
や
職

業
体
験
が
乏
し
い
と
考

え
る
が
、そ
の
対
応
は
。

　

ワ
ー
キ
ン
グ
・
ホ

リ
デ
ー
や
来
て
み

て
触
れ
て
き
た
か
た
農

業
研
修
、
生
活
体
験
等

の
事
業
を
実
施
し
て
い

る
が
、
利
用
実
績
が
少

な
い
た
め
見
直
し
を
図

る
。

　
体
験
住
宅
の
利
用

内
容
の
見
直
し
や

市
単
独
の
宿
泊
、
交
通

費
等
の
補
助
制
度
を
実

施
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

い
か
が
か
。

　

体
験
住
宅
を
廃
止

し
、
移
住
希
望
者

の
住
居
や
仕
事
探
し
等

を
目
的
と
し
た
滞
在
に

対
し
、
宿
泊
費
一
人
当

た
り
１
泊
２
千
500
円
上

問答問答

限
（
最
大
６
泊
）
の
新

た
な
補
助
制
度
を
創
設

す
る
。
交
通
費
に
つ
い

て
は
県
の
助
成
制
度
を

活
用
す
る
。

　
移
住
と
就
農
を
合

わ
せ
た
就
職
が
求

め
ら
れ
て
い
る
が
、
本

市
農
業
法
人
等
の
就
農

者
確
保
に
結
び
付
く
取

り
組
み
は
ど
う
す
る
か
。

　

雇
用
就
農
の
受
け

皿
と
な
る
通
年
型

農
業
に
取
り
組
む
法
人

数
の
拡
大
に
向
け
て
、

関
係
機
関
・
団
体
と
連

携
し
、
足
腰
の
強
い
法

人
等
の
育
成
、
就
農
者

確
保
に
結
び
付
く
対
応

を
進
め
る
。

問答

市長

市長

廃止される田舎暮らし体験住宅

10市議会だより 喜多方　第41号

一

般

質

問



どうするのか!国道459号及び市道整備

消防団の充実強化に向けた取り組みは！

藤沢工区は梅雨前完成、見頃工区は年内開通へ。

消防団装備充実、団員の確保等、防災力の強化を進める。

出
を
行
う
。

　
175
件
も
あ
る
市
道

整
備
要
望
を
ど
の

様
に
す
る
の
か
伺
う
。

　

市
道
整
備
の
方
針

を
検
討
し
て
き
た

が
、
令
和
２
年
度
み
ん

な
の
道
づ
く
り
事
業
費

を
2.5
倍
に
増
や
し
可
能

な
限
り
変
更
を
促
す
。

　
放
置
さ
れ
て
い
る

塩
川
別
府
工
業
団

地
の
用
途
地
域
変
更
は

可
能
か
？

　

地
域
未
来
投
資
促

進
法
で
重
点
地
域

に
指
定
さ
れ
て
お
り
困

難
で
あ
る
が
、
地
区
民

の
苦
情
は
理
解
し
て
い

る
。
見
直
し
の
時
期
に

き
て
い
る
と
思
う
。

問答問答

小
島
　
雄
一 

議
員

山
口
　
文
章 

議
員

　
本
市
の
東
西
骨
格

道
路
国
道
459
号
線

の
整
備
の
現
状
と
方
針

を
伺
う
。

　

国
道
459
号
は
本
市

の
東
西
を
結
ぶ
重

要
な
道
路
で
あ
る
が
、

山
間
部
は
走
行
性
が
悪

く
、
路
線
機
能
の
強
化

が
切
に
求
め
ら
れ
て
い

る
。
国
県
と
一
体
と
な

り
早
期
の
完
成
を
目
指

す
。藤

沢
工
区
は
梅
雨
前

完
成
を
目
指
し
、
見
頃

工
区
は
大
き
な
ヘ
ア
ピ

ン
部
分
を
令
和
２
年
度

中
に
開
通
さ
せ
た
い
。

堂
山
工
区
は
継
続
整

備
す
る
。
こ
れ
ら
工
区

終
了
後
、
狭
隘
部
分
の

解
消
に
順
次
取
り
組
み

全
線
整
備
す
る
。
更
に

藤
沢
の
地
滑
り
土
砂
は

令
和
２
年
度
早
期
の
搬

問答

　
全
国
で
も
消
防
団

員
数
の
減
少
、
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
化
、
高
齢

化
が
進
ん
で
い
る
が
、

本
市
の
現
状
と
対
策
に

つ
い
て
伺
う
。

　

消
防
団
組
織
の
見

直
し
等
に
関
す
る

検
討
委
員
会
で
は
、
日

中
の
団
員
不
足
な
ど
の

問
題
に
対
し
、
組
織
の

再
編
や
団
員
の
配
置
・

効
率
的
な
活
動
に
つ
い

て
検
討
を
重
ね
、
2
月

中
旬
に
一
定
の
方
向
性

が
示
さ
れ
た
。

現
在
、
市
と
し
て
の

見
直
し
案
の
取
り
ま
と

め
を
進
め
て
い
る
。
今

後
、
地
域
の
理
解
を
得

る
と
と
も
に
、
消
防
機

材
の
配
備
計
画
見
直
し

や
、
機
動
力
強
化
の
具

体
策
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
る
。

問答

　
機
能
別
団
員
制
度

を
取
り
入
れ
る
考

え
あ
る
か
伺
う
。

　

機
能
別
団
員
は
、

大
規
模
災
害
時
の

避
難
誘
導
な
ど
、
特
定

の
活
動
に
従
事
す
る
消

防
団
員
で
、
団
員
の
減

少
傾
向
を
踏
ま
え
れ
ば

団
員
確
保
の
有
効
な
手

段
と
考
え
て
い
る
。

国
で
も
「
大
規
模
災

害
団
員
」
制
度
の
積
極

的
な
活
用
を
推
奨
し
て

お
り
、
先
進
事
例
を
参

考
に
検
討
を
進
め
る
。

問答

市長

市長

藤沢工区

消防団検閲
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棚田地域振興法への取組みを進めるべき！

冬まつり、今後の課題と方向性は！？

加算措置等メリットがあるため県と連携し進める。

来場者数の減少が課題、次回に向け内容検討する。

　
農
業
や
医
療
・
福

祉
等
の
人
手
不
足

感
の
あ
る
分
野
で
地
域

お
こ
し
協
力
隊
制
度
を

活
用
す
べ
き
と
考
え
る

が
考
え
を
伺
う
。

　

地
域
協
力
活
動
の

円
滑
な
実
施
と
、

退
任
後
の
定
住
・
定
着

を
図
る
た
め
地
域
か
ら

求
め
ら
れ
る
協
力
活
動

内
容
や
受
入
態
勢
等
の

実
情
を
踏
ま
え
、
庁
内

関
係
課
と
連
携
を
し
、

農
業
や
医
療
・
福
祉
等

の
人
手
不
足
感
の
あ
る

分
野
で
の
活
用
を
図
る
。

問答

十
二
村 

秀
孝 

議
員

山
口
　
和
男 

議
員

　
本
市
に
お
い
て
棚

田
地
域
振
興
法
へ

の
取
り
組
み
を
す
る
こ

と
で
、
活
用
で
き
る
支

援
内
容
が
多
い
た
め
指

定
棚
田
地
域
へ
申
請
す

べ
き
と
考
え
る
が
当
局

の
考
え
を
伺
う
。

　

現
在
、
県
に
お
い

て
棚
田
地
域
振
興

法
へ
の
対
応
が
検
討
さ

れ
て
い
る
段
階
で
情
報

収
集
に
努
め
て
い
る
。

本
市
で
は
17
地
域
が

対
象
と
な
る
と
見
込
ん

で
お
り
、
活
用
で
き
る

内
容
は
「
中
山
間
地
等

直
接
支
払
制
度
」
へ
の

加
算
措
置
や
、
事
業
の

優
先
採
択
、
要
件
緩
和

な
ど
が
講
じ
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
今

後
、
県
と
連
携
し
進
め

る
。 問答

　
実
行
委
員
会
方
式

で
開
催
し
て
い
る

本
ま
つ
り
は
、
市
の
通

常
業
務
で
は
な
く
、
職

員
の
残
業
手
当
等
は
実

行
委
員
会
で
支
払
う
べ

き
で
あ
る
が
、
な
ぜ
市

会
計
か
ら
支
出
し
て
い

る
の
か
。

　

市
は
実
行
委
員
会

に
入
っ
て
お
り
、

実
行
委
員
会
だ
け
で
は

で
き
な
い
部
分
は
、
市

の
協
力
と
し
て
市
職
員

を
出
し
て
い
る
と
い
う

考
え
方
で
あ
る
。

　
今
年
度
の
補
助
金

は
800
万
円
で
あ
り
、

市
の
協
力
と
し
て
十
分

で
あ
る
。
そ
の
他
に
市

の
方
か
ら
手
当
の
支
払

い
を
す
る
な
ど
、
あ
り

得
な
い
と
考
え
る
が
い

か
が
か
。

問答問

　

本
ま
つ
り
の
実
行

委
員
会
の
事
務
局

は
市
観
光
物
産
協
会
で

あ
り
、
観
光
物
産
の
観

点
か
ら
、
市
が
一
体
と

な
っ
て
展
開
し
て
き
て

い
る
。

本
ま
つ
り
は
本
市
の

観
光
物
産
の
重
要
な
施

策
の
一
環
と
し
て
実
施

し
て
お
り
、
参
加
し
た

職
員
の
超
過
勤
務
に
つ

い
て
は
、
原
則
と
し
て

半
日
ま
た
は
一
日
を
単

位
と
し
て
週
休
日
の
変

更
を
行
い
、
4
時
間
未

満
に
つ
い
て
は
超
過
勤

務
手
当
と
し
て
支
給
し

て
い
る
。

答

市長

市長

棚田の広がる風景
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なぜ、新市建設計画を延長するのか

手話言語条例の早期制定を！

県立病院跡地複合施設など新しい事業のため。

６月制定に向け草案をまとめている。

今
後
、
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
に
基
づ

く
施
設
の
統
廃
合
や
大

規
模
改
修
等
に
つ
い
て

は
、
中
期
財
政
計
画
に

位
置
付
け
て
実
施
す
る
。

　
公
共
施
設
等
全
体

の
更
新
・
維
持
等

の
費
用
は
、
今
後
10
年

間
、
毎
年
度
、
現
在
の

2
倍
以
上
の
70
～
80
億

円
と
試
算
さ
れ
、
新
市

建
設
計
画
の
財
政
計
画

に
は
反
映
さ
れ
て
い
な

い
。こ

れ
ら
全
体
を
反
映

し
財
源
計
画
を
す
べ
き
。

　

５
カ
年
計
画
で
あ

る
中
期
財
政
計
画

に
反
映
し
て
い
く
。

問答

矢
吹
　
哲
哉 

議
員

菊
地 

と
も
子 

議
員

　
延
長
す
る
計
画
の

事
業
と
事
業
費

は
。

　

現
在
計
画
中
の
10

事
業
と
新
た
に
７

事
業
を
予
定
し
て
い
る

が
、
全
体
の
概
算
事
業

費
は
現
時
点
で
は
未
定

で
あ
る
。

継
続
事
業
は
、
坂
井

四
ッ
谷
線
街
路
事
業
で

約
11
・
２
億
円
、
豊
川

慶
徳
線
道
路
で
19
・
２

億
円
、
新
規
事
業
は
、

県
立
病
院
跡
地
整
備
に

30
億
円
、
塩
川
駅
周
辺

整
備
に
23
・
7
億
円
と

し
て
い
る
。

　
新
市
建
設
計
画
に

な
い
大
型
事
業
は

何
か
。

　

大
型
事
業
の
ほ
と

ん
ど
は
新
市
建
設

計
画
事
業
と
し
て
い
る
。

問答問答

　
手
話
言
語
条
例
の

制
定
に
向
け
て
の

検
討
は
進
ん
で
い
る
の

か
。

　
本
市
で
は
、「
第
３

次
喜
多
方
市
障
が

い
者
計
画
」
に
お
い
て
、

障
が
い
の
あ
る
方
の
自

立
と
社
会
参
加
を
促
進

す
る
た
め
、
手
話
通
訳

の
養
成
な
ど
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
体

制
の
充
実
に
つ
と
め
て

い
る
。

手
話
の
理
解
及
び
普

及
を
進
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
本
年
度
か
ら

条
例
制
定
に
向
け
た
検

討
を
開
始
し
た
。

現
在
は
、
聴
覚
障
が

い
者
団
体
な
ど
、
関
係

機
関
と
の
協
議
を
行
い
、

条
例
の
草
案
を
ま
と
め

て
お
り
、
６
月
制
定
に

向
け
て
作
業
を
進
め
て

問答

い
る
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
支
援
ボ
ー
ド

の
導
入
を
。

　

今
年
度
中
に
本
庁

及
び
各
総
合
支
所

の
窓
口
に
設
置
し
、
話

し
言
葉
に
よ
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手

な
方
の
負
担
を
軽
減
す

る
と
と
も
に
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
を
目
指
し
た

ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
し

て
い
く
。

問答

市長

市長
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市長が目指す熱塩加納方式の学校給食とは？

高齢ドライバーへの支援策の充実を

旧熱塩加納村で実践していた学校給食を目指す。

サポカー補助金制度の周知と利用促進を図る。

も
16
項
目
の
特
徴
が
あ

る
。
こ
れ
は
郷
土
愛
と

子
供
た
ち
へ
の
愛
情
の

「
物
語
」
で
あ
る
。

単
に
地
元
農
産
物
の

利
用
割
合
を
高
め
る
と

い
う
こ
と
だ
け
で
は
、

旧
熱
塩
加
納
村
出
身
で

学
校
給
食
に
関
わ
っ
た

皆
さ
ん
や
生
産
者
の

方
々
に
笑
わ
れ
て
し
ま

う
。
私
は
旧
熱
塩
加
納

村
で
実
践
し
て
い
た
学

校
給
食
の
シ
ス
テ
ム
を

全
市
的
に
目
指
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
再
度
市

長
の
考
え
を
伺
う
。

　

議
員
が
述
べ
た
と

お
り
の
旧
熱
塩
加

納
村
で
実
践
し
て
い
た

学
校
給
食
を
目
指
し
て

再
構
築
す
る
。

答

蛭
川
　
靖
弘 

議
員

長
澤
　
勝
幸 

議
員

　
市
長
が
目
指
す
熱

塩
加
納
方
式
の
学

校
給
食
の
定
義
と
は
？

　

本
市
が
目
指
す
熱

塩
加
納
方
式
の
学

校
給
食
と
は
地
元
農
産

物
の
利
用
割
合
が
高
い

学
校
給
食
を
意
味
し
、

熱
塩
加
納
町
に
お
け
る

生
産
者
の
顔
の
見
え
る

学
校
給
食
の
取
組
を
参

考
と
し
な
が
ら
全
市
的

に
学
校
給
食
に
お
け
る

地
元
農
産
物
の
利
用
割

合
を
さ
ら
に
高
め
て
い

く
こ
と
を
目
指
す
。

　
旧
熱
塩
加
納
村
時

代
の
様
々
な
資
料
、

文
献
を
み
る
と
熱
塩
加

納
方
式
の
学
校
給
食
は

有
機
・
無
農
薬
の
米
や

野
菜
を
使
う
こ
と
や
、

献
立
と
一
体
化
し
た
計

画
栽
培
な
ど
少
な
く
と

問答問

　
本
市
の
高
齢
化
率

は
、
２
０
２
５
年

に
は
38
・
6
％
と
見
込

ま
れ
る
。

全
国
で
、
高
齢
ド
ラ

イ
バ
ー
に
よ
る
交
通
事

故
は
社
会
問
題
化
し
て

い
る
。
現
在
、
国
で
ア

ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
の

踏
み
間
違
い
防
止
装
置

後
付
け
支
援
策
の
動
き

が
あ
る
が
、
本
市
の
取

り
組
み
は
ど
う
か
。

　

国
は
、
後
付
け
ペ

ダ
ル
踏
み
間
違
い

急
発
進
抑
制
装
置
の
性

能
認
定
制
度
を
創
設
、

令
和
２
年
度
か
ら
申
請

受
付
が
開
始
さ
れ
る
。

ま
た
、
去
る
12
月
補

正
で
65
歳
以
上
の
高
齢

運
転
者
に
同
抑
制
装
置

搭
載
等
に
対
す
る
サ
ポ

カ
ー
補
助
金
が
盛
り
込

ま
れ
た
。

問答

運
転
免
許
証
を
必
要

と
す
る
高
齢
運
転
者
支

援
と
し
て
の
サ
ポ
カ
ー

補
助
金
制
度
の
周
知
と

利
用
促
進
を
図
る
。

　
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

か
ら
、交
通
弱
者・

買
い
物
弱
者
な
ど
の
地

域
性
を
ど
の
よ
う
に
分

析
し
て
い
る
の
か
。

　

調
査
結
果
は
、「
移

動
手
段
が
な
い
」

が
全
体
の
29
・
7
％
で
、

「
高
齢
化
が
進
ん
で
い

る
」
に
次
ぐ
２
番
目
に

多
く
、
熱
塩
加
納
地
区

で
は
50
・
7
％
と
高
く

な
っ
て
い
る
。

移
動
手
段
の
充
実
を

望
ん
で
い
る
住
民
が
多

い
と
捉
え
て
い
る
。

問答

市長

市長
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優良企業の増設工場を誘致すべきでは？

市独自の特色ある政策を実行して行くべきでは！

会津全体で企業誘致施策はボトムアップすべき。

出来ることと出来ないことがあり研究を致します。

④
災
害
発
生
時
の
リ
ス

ク
分
散
等
が
あ
る
。

た
だ
し
、
近
隣
自
治

体
の
首
長
や
、
既
設
立

地
企
業
と
の
協
議
も
必

要
か
と
思
う
が
、
増
設

工
場
の
誘
致
活
動
を
す

る
意
思
が
あ
る
の
か
ど

う
か
伺
う
。

　

会
津
地
区
の
17
市

町
村
が
参
加
す
る

会
津
総
合
開
発
協
議
会

で
の
企
業
誘
致
の
協
議

の
際
に
も
、
一
つ
の
案

と
し
て
市
議
会
の
中
で

議
論
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
を
示
し
て
い
き
た
い
。

答

上
野 

利
一
郎 

議
員

伊
藤
　
弘
明 

議
員

　
喜
多
方
綾
金
工
業

団
地
に
、
本
市
か

ら
の
通
勤
者
が
多
い
会

津
地
区
の
優
良
企
業
の

増
設
工
場
等
の
立
地
誘

致
活
動
を
積
極
的
に
す

べ
き
で
あ
る
。

誘
致
理
由
の
主
な
メ

リ
ッ
ト
は
、
①
本
市
か

ら
の
勤
務
地
へ
の
通
勤

時
間
の
短
縮
、
②
本
市

か
ら
の
人
口
流
出
防
止
、

③
空
き
家
の
増
加
防
止
、

問

　
食
事
が
お
い
し
い

市
町
村
ラ
ン
キ
ン

グ
で
は
喜
多
方
市
は
全

国
で
第
４
位
と
い
う
高

い
評
価
を
得
た
。

ち
な
み
に
１
位
札

幌
。
２
位
函
館
。
３
位

小
樽
で
あ
る
。
ラ
ー
メ

ン
だ
け
で
は
な
く
米
や

ソ
バ
、
塩
川
牛
、
ト
リ

モ
ツ
、
日
本
酒
等
、
お

い
し
い
食
べ
物
で
い
っ

ぱ
い
だ
。
市
は
食
事
の

お
い
し
い
レ
シ
ピ
を
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
、

全
国
、
世
界
に
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
く
べ
き
で
あ

る
。
お
い
し
い
市
の
朝

食
、
ス
イ
ー
ツ
、
酒
の

つ
ま
み
等
、
ビ
デ
オ
を

制
作
し
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
見
ら
れ
る
よ
う
に

す
る
。

ま
た
、
食
の
研
究
を

行
っ
て
い
る
企
業
団
体

問

に
補
助
を
行
う
。
こ
の

よ
う
な
事
業
を
展
開
で

き
な
い
か
伺
う
。

　

食
に
つ
い
て
は
大

切
な
こ
と
と
考
え

て
い
る
の
で
検
討
し
て

参
り
た
い
。

　
特
色
あ
る
政
策
と

し
て
、
小
中
高
校

に
入
学
す
る
子
供
達
に

祝
い
金
を
送
る
、
結
婚

し
当
市
に
住
む
二
人
に

祝
い
金
を
送
る
、
学
校

卒
業
後
、
当
市
に
就
職

す
る
若
者
が
車
を
購
入

す
る
際
に
補
助
を
す
る

等
考
え
て
は
ど
う
か
。

　

な
か
な
か
難
し
い

部
分
が
あ
り
他
の

事
業
に
よ
り
対
応
し
て

い
く
。

　
当
た
り
前
の
こ
と

ば
か
り
で
は
当
た

り
前
で
終
わ
る
。
特
色

あ
る
事
を
や
る
べ
き
だ
。

　
参
考
に
す
る
。

答問答問答

本市の通勤流動図

市長

市長
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市役所職員数を抑制し、市民所得の改善を！

近年の異常気象、渇水対策の取り組みは⁉

本市の総生産・市民所得は年々伸びている。

県と協議し、早めの渇水対策に取り組む。

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
、
必
要
な
職
員
数
は

確
保
す
る
。

　
当
局
は
、
市
民
負

担
を
上
げ
る
時
は
、

数
値
に
合
う
自
治
体
例

を
出
す
が
、
そ
れ
な
ら

ば
、
税
金
を
事
業
に
投

入
し
た
結
果
を
出
す
べ

き
で
あ
る
。
結
果
が
出

な
い
場
合
、
ど
の
よ
う

に
な
る
か
。

　

本
市
の
総
生
産
及

び
市
民
一
人
当
た

り
の
所
得
は
年
々
伸
び

て
い
る
。

問答

五
十
嵐 

吉
也 

議
員

佐
藤
　
忠
孝 

議
員

　
総
務
省
は
職
員
1

人
に
対
し
住
民
100

～
150
人
が
目
途
と
し
て

い
る
。
本
市
は
職
員
1

人
に
対
し
市
民
93
人
で

あ
る
。
他
市
並
に
人
も

給
与
も
削
除
す
べ
き
と

考
え
る
が
い
か
が
か
。

　

定
員
適
正
化
計
画

に
よ
り
人
件
費
の

抑
制
を
図
っ
て
き
た
。

　
他
市
の
7
割
超
は

総
務
省
の
数
値
内

の
定
員
で
あ
る
。
本
市

の
定
員
は
、
506
人
か
ら

現
在
513
人
、
令
和
5
年

に
は
510
人
の
計
画
で
あ

る
。
総
務
省
に
よ
る
類

似
団
体
別
職
員
数
に
あ

る
人
口
比
率
か
ら
算
出

し
た
464
人
に
削
減
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　

複
雑
多
岐
化
す
る

行
政
課
題
・
市
民

問答問答

　
今
年
は
暖
冬
で
降

雪
も
少
な
く
、
一

昨
年
の
よ
う
な
渇
水
が

危
惧
さ
れ
る
。

日
中
ダ
ム
の
貯
水

は
、
農
業
用
水
・
飲
料

水
に
使
用
さ
れ
る
が
、

貯
水
量
及
び
放
水
量
は

の
今
後
の
取
扱
い
に
つ

い
て
伺
う
。

　

今
年
の
少
雪
の
影

響
に
よ
る
日
中
ダ

ム
の
貯
水
量
の
減
少
が

懸
念
さ
れ
、
市
は
管
理

者
で
あ
る
県
と
協
議

し
、
今
年
1
月
か
ら
放

流
水
量
を
調
整
し
貯
水

し
て
い
る
。

現
時
点
で
の
貯
水
率

は
65
・
1
％
で
、
昨
年

同
時
期
の
34
・
4
％
の

2
倍
近
く
あ
り
、
平
成

22
年
か
ら
令
和
元
年
ま

で
の
平
均
貯
水
量
の
約

44
％
を
上
回
っ
て
、
過

問答

去
10
年
間
で
最
高
値
と

な
っ
て
い
る
が
、
引
き

続
き
県
と
連
携
を
強
化

し
、
貯
水
位
を
注
視
し

な
が
ら
、
日
中
ダ
ム
の

推
理
の
有
効
活
用
を
進

め
る
。

今
後
、
農
業
用
水
や

水
道
水
の
確
保
が
困
難

に
な
る
場
合
は
、
迅
速

に
渇
水
対
策
本
部
を
設

置
し
、
早
め
に
取
り
組

む
。

市長

市長

喜多方市役所

日中ダム
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請願・陳情
趣旨 委員会

（賛成：反対）
本会議

（賛成：反対）提出者（敬称略）

請願第1
ＩＲ推進法及びＩＲ整備法の廃止を
求める意見書提出の請願

現在、国においてに進められている
カジノを含む統合型リゾートに係る
政策について、関係するＩＲ推進法
及びＩＲ整備法の廃止を求めるもの

総務常任委員会

採択
10：9

不採択
2：2

※委員会条例
第17条による

Ｉ女性会議喜多方支部　
代表　田部　芳枝

請願第2
自衛隊の中東派遣に反対する意見書
提出の請願

自衛隊を中東海域に派遣する方針が
閣議決定され、哨戒機、護衛艦が派
遣されているが、この派遣の中止と
同海域での日本関係船舶の安全確保
に関する政府の取組について撤回を
求めるもの

総務常任委員会

不採択
9：10不採択

1：3耶麻・喜多方地区平和フォーラム
副代表　原　利正

請願第3
福島県の最低賃金の引上げと早期発
効を求める意見書提出の請願 福島県の最低賃金の引き上げ等を求

めるもの

産業建設常任委員会

採択
19：0採択

6：0日本労働組合総連合会福島県連合会
耶麻喜多方地区連合会
議長　佐藤　誠治

請願第4
車の安全装置設置に係る公的助成を
求める請願

本市における高齢者の「後付け安全
装置」設置費用の公的助成制度を求
めるもの

文教厚生常任委員会

採択
19：0採択

6：0全日本年金者組合耶麻支部
支部長　治田　孝三

請願第5
高齢者の補聴器購入への公的助成を
求める請願 本市における高齢者の補聴器購入費

用の公的助成制度を求めるもの

文教厚生常任委員会

採択
19：0採択

6：0全日本年金者組合耶麻支部
支部長　治田　孝三

陳情第１
高郷パークゴルフ場へのバス運行を
求める陳情

市全域 62名の高齢者をメンバーと
した会で、週１回、高郷パークゴル
フ場を利用しているが、高齢者によ
る現地までの車移動の負担・危険解
消のため、市有バスによる週１回の
現地への運行を求めるもの

産業建設常任委員会

趣旨採択
19：0趣旨採択

6：0関柴パークゴルフ愛好者の会
会長　菊地　孝

陳情第２
障がい者団体等活動費補助金事業の
制定を求める陳情

本市における障がい者団体等の活動
を継続していくための、補助金事業
の制定を求めるもの

文教厚生常任委員会
趣旨採択
19：0趣旨採択

6：0加藤　みちえ
※喜多方市議会委員会条例第 17条…委員会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、委員長の
決するところによる。

請願と陳情の審査

本会議で採択された請願・陳情は、市議会の意向を意見書等にまとめ、
市当局や関係機関へ、その実現を要望します。
（各意見書はホームページでご覧いただけます。）
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討
論

　
　
　

ひ
と
づ
く
り
・
交
流
拠
点
施

設
整
備
事
業
を
含
む
様
々
な
大
型
事

業
で
の
財
政
圧
迫
が
懸
念
さ
れ
る
。

ひ
と
づ
く
り
・
交
流
拠
点
施
設
整
備

事
業
に
つ
い
て
は
再
度
見
直
し
を
行

う
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　

市
民
生
活
に
と
っ
て
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な
予
算
で
あ

り
、
子
育
て
支
援
・
学
校
教
育
環
境

整
備
の
為
の
重
要
な
施
策
が
的
確
に

盛
り
込
ま
れ
た
予
算
で
あ
る
。

反
対

賛
成

　
　
　

今
計
画
は
、
県
立
病
院
跡
地

に
数
十
億
円
か
け
て
の
複
合
施
設
建

設
な
ど
、
新
た
な
も
の
が
主
で
あ
り

事
業
費
を
拡
大
す
る
。
今
後
、
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
個
別
事

業
、
小
中
学
校
適
正
規
模
適
正
配
置

問
題
と
合
わ
せ
時
間
を
か
け
論
議
す

べ
き
で
拙
速
に
進
め
る
べ
き
で
な
い
。

反
対

　
　
　

公
共
施
設
の
使
用
者
の
使
用

料
負
担
額
（
受
益
者
負
担
の
割
合
）

が
多
く
、
問
題
で
あ
る
。

　
　
　
「
使
用
料
、
手
数
料
等
見
直

し
基
準
」
に
基
づ
き
、
適
切
な
料
金

設
定
、
市
民
負
担
の
公
平
性
、
施
設

の
効
率
的
な
運
営
を
通
じ
た
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
的
に
今
般
見
直

し
さ
れ
、
そ
の
内
容
は
妥
当
で
あ
る
。

反
対

賛
成

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世

界
的
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
い
う
状
況

に
な
っ
て
い
る
中
、
こ
の
よ
う
な
非

常
時
に
は
あ
る
程
度
の
制
限
が
必
要

で
あ
り
、
国
会
で
も
野
党
が
理
解
を

示
し
た
結
果
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え

抗
議
文
を
提
出
す
る
こ
と
に
反
対
す

る
。

　
　
　

非
常
時
で
緊
急
を
要
す
る
こ

と
は
理
解
で
き
る
が
、
委
員
会
で
は

わ
ず
か
7
時
間
程
度
の
議
論
し
か
さ

れ
て
お
ら
ず
、
過
去
の
い
く
つ
か
の

法
案
同
様
に
与
党
多
数
の
中
で
審
議

を
尽
く
さ
ず
に
法
律
が
成
立
し
て
し

ま
う
こ
と
に
危
惧
を
感
じ
る
た
め
賛

成
す
る
。

反
対

賛
成

　
　
　

交
流
人
口
の
拡
大
が
期
待
さ

れ
、
少
子
高
齢
化
の
時
代
の
対
策
と

し
て
有
力
な
手
段
と
考
え
る
。
カ
ジ

ノ
は
様
々
な
不
安
が
あ
る
が
対
策
を

し
っ
か
り
と
り
な
が
ら
、
日
本
全
体

の
交
流
人
口
の
増
大
の
た
め
に
Ｉ
Ｒ

は
解
禁
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
る
。

　
　
　

カ
ジ
ノ
で
問
題
と
さ
れ
る
の

は
「
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
」「
マ
ネ

ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
」「
治
安
の
悪
化
」

で
あ
る
。
他
人
の
不
幸
や
不
運
を
踏

み
台
に
す
る
よ
う
な
成
長
戦
略
は
極

め
て
不
健
全
と
の
世
論
が
あ
り
、
反

対
は
64
・
４
％
で
、
賛
成
の
31
・

７
％
を
上
回
っ
て
い
る
。
人
間
の
理

性
を
狂
わ
す
カ
ジ
ノ
法
は
廃
止
す
べ

き
で
あ
る
。

反
対

賛
成

　
　
　

私
達
の
生
活
を
守
り
発
展
さ

せ
る
た
め
に
は
世
界
の
国
々
と
協
力

し
て
「
自
由
で
開
か
れ
た
海
」
を
い

か
に
守
る
か
が
重
要
で
あ
る
。
日
本

の
経
済
を
支
え
て
い
る
原
油
の
75
％

は
中
東
か
ら
運
ば
れ
て
い
る
。
そ
の

中
東
に
日
本
の
存
在
を
示
す
事
は
重

反
対

討
論
と
は
、
議
題
と
な
っ
て
い
る

案
件
に
つ
い
て
、
表
決
の
前
に
、
賛

成
・
反
対
の
意
見
を
表
明
す
る
こ
と

を
い
い
ま
す
。

議
案
第
１
号

令
和
２
年
度
喜
多
方
市
一
般
会
計

予
算

議
案
第
73
号

喜
多
方
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
75
号

喜
多
方
市
カ
イ
ギ
ュ
ウ
ラ
ン
ド
た

か
さ
と
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

陳
議
案
78
号

新
市
建
設
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

請
願
第
１　

Ｉ
Ｒ
推
進
法
及
び

Ｉ
Ｒ
整
備
法
の
廃
止
を
求
め
る

意
見
書
提
出
の
請
願

動
議

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
特
措
法
の
改

正
を
不
十
分
な
審
議
で
採
決
し

た
こ
と
に
対
す
る
抗
議
文

請
願
第
２

自
衛
隊
の
中
東
派
遣
に
反
対
す

る
意
見
書
提
出
の
請
願

　
　
　

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
法
の

一
部
改
正
で
、
合
併
特
例
債
の
発
行

可
能
期
間
を
再
延
長
し
令
和
12
年
ま

で
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
市
町
村
合

併
の
効
果
を
最
大
限
発
揮
す
る
こ
と

は
も
と
よ
り
事
業
内
容
を
精
査
し
、

合
併
時
の
計
画
を
優
先
的
に
進
め
新

市
の
均
衡
あ
る
発
展
に
資
す
る
も
の

と
判
断
す
る
。

賛
成

○
次
の
２
議
案
は
討
論
の
内
容
が
同

一
趣
旨
の
た
め
、
ま
と
め
て
記
載
し

て
い
ま
す
。
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意見が分かれたもの

議員名
議案等名

議決
結果

反対：賛成

1
矢
吹
　
哲
哉

2
小
澤
　
　
誠

3
山
口
　
文
章

4
十
二
村
秀
孝

5
上
野
利
一
郎

6
小
島
　
雄
一

7
渡
部
　
一
樹

8
蛭
川
　
靖
弘

9
菊
地
と
も
子

10
小
林
　
時
夫

11
坂
内
　
鉄
次

12
長
澤
　
勝
幸

13
渡
部
　
勇
一

14
齋
藤
　
仁
一

15
田
中
　
雅
人

16
五
十
嵐
吉
也

17
佐
藤
　
忠
孝

18
伊
藤
　
弘
明

19
後
藤
　
誠
司

20
佐
原
　
正
秀

21
山
口
　
和
男

反
対
討
論

賛
成
討
論

議案
第１号 令和２年度喜多方市一般会計予算 原案

可決 18：1 ● − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 矢吹哲哉 佐藤忠孝

議案
第73号

喜多方市都市公園条例の一部を改
正する条例

原案
可決 18：1 ● − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 矢吹哲哉 渡部勇一

議案
第75号

喜多方市カイギュウランドたかさ
と条例の一部を改正する条例

原案
可決 18：1 ● − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 矢吹哲哉 十二村秀孝

議案
第78号 新市建設計画の変更について 原案

可決 17：2 ● − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ 矢吹哲哉 長澤勝幸

議会案
第２号

ＩＲ推進法及びＩＲ整備法の廃止
を求める意見書

原案
可決 10：9 ○ − ● ● ● ● ○ ○ ● ● − ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○

その他
インフルエンザ特措法の改正を不
十分な審議で採決したことに対す
る抗議文

否決 9：10 ○ − ● ● ● ● ○ ○ ● ● − ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ ○ 小島雄一
蛭川靖弘
長澤勝幸
山口和男

請願
第１

ＩＲ推進法及びＩＲ整備法の廃止
を求める意見書提出の請願 採択 10：9 ○ − ● ● ● ● ○ ○ ● ● − ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ 伊藤弘明 田中雅人

請願
第２

自衛隊の中東派遣に反対する意見
書提出の請願 不採択 9：10 ○ − ● ● ● ● ○ ○ ● ● − ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ ○ 小島雄一 齋藤仁一

長澤勝幸

○は賛成、●は反対、ーは欠席、議長（齋藤勘一郎）は採決に加わらない。

採決で賛否が分かれたものについては下記のとおりです。これ以外の案件などは、全会一致で
可決されています。すべての議案名と結果は喜多方市議会ホームページをご覧ください。

３月定例会審議 結果

全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

岩
月
財
産
区
管
理
会
財
産
区

管
理
委
員
の
選
任

渡
部　

義
男
（
喜
多
方
／
治
里
）

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

三
浦　

建
一
郎（
熱
塩
加
納
／
上
野
）

大
関　

倫
朗
（
山
都
／
下
村
）

齋
藤　

美
代
子
（
山
都
／
千
咲
原
）

�

（
※
敬
称
略
）

人    

事

要
で
あ
る
。

　
　
　

今
回
の
自
衛
隊
派
遣
は
防
衛

省
設
置
法
の
調
査
研
究
を
根
拠
と
し

て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
海
外
派

遣
を
行
う
の
は
法
の
拡
大
解
釈
そ
の

も
の
で
あ
る
。
国
会
の
審
議
も
な
く

許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
米
国
の

有
志
連
合
と
は
一
線
を
画
す
と
言
っ

て
は
い
る
が
、
イ
ラ
ン
を
刺
激
す
る

可
能
性
が
高
い
。
自
衛
隊
員
の
生
命

を
危
険
に
さ
ら
し
て
は
い
け
な
い
。

賛
成

【
提
出
期
限
】

　

５
月
26
日
㈫
午
後
５
時
ま
で

【
提
出
先
】

　

喜
多
方
市
議
会
事
務
局

　
（
市
役
所
４
階
）

※
期
限
を
過
ぎ
て
提
出
さ
れ
た
も
の

は
、
次
回
の
定
例
会
で
審
査
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
適
時
に

要
望
し
た
い
事
案
に
つ
い
て
は
、

提
出
期
限
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
請
願
提
出
に
関
す
る
必
要
事
項
】

　
請
願
に
は
、
必
ず
１
人
以
上
の
市

議
会
議
員
の
紹
介
が
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
、
早
め
に
市
議
会
議
員

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
陳
情
の
場
合
に
は
、
市
議
会
議
員

の
紹
介
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
…

　

議
会
事
務
局

　

議
事
総
務
課
総
務
係

　

�

☎
24ｰ

５
２
５
３
ま
で

６
月
定
例
会
に
行
う

　
請
願
・
陳
情
に
つ
い
て

○○○に関する請願（陳情）書
令和　年　月　日

代表者　住所　　　　　　
　　　　　　　氏名　　　　　㊞
　　　　　　　電話　　　　　　
　　紹介議員　氏名　　　　　㊞

※陳情の場合は紹介議員は不要です

喜多方市議会議長　様
請願（陳情）要旨
　○○○○○○○○○○下記につい
て請願いたします。

請願（陳情）内容
１　○○○○○○○○
２　○○○○○○○○

19 市議会だより 喜多方　第41号

審
査
報
告



令
和
元
年
第
５
回
議
会
定
例
会
に

お
い
て
設
置
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
12
回

に
わ
た
る
調
査
・
検
討
及
び
行
政
視

察
を
実
施
し
、
研
究
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

委
員
間
の
議
論
で
は
「
小
規
模
で

も
存
続
す
べ
き
」「
少
子
化
が
進
む

中
で
切
磋
琢
磨
で
き
る
状
況
を
作
る

た
め
統
合
は
や
む
を
得
な
い
」「
小

学
校
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
で

あ
る
こ
と
を
考
慮
す
べ
き
」
な
ど
、

多
様
な
意
見
が
出
さ
れ
審
議
が
尽
く

さ
れ
ま
し
た
。

将来を担う子ども達がより良い環境で教育を受けることができるよう、市民に対し
てその思いをしっかりと汲み取り、本特別委員会及び議会からの意見等については十
分尊重されることを求めます。

実施計画及びその作成過程に反映されるよう提言

⑴地域ごとの具体的な学校規模と配置に関する実施計画（案）については、複
数の案が示されることになるが、提示に際しては地域への丁寧な説明を行い、
実施については地域の合意を得ながら進められたい。

⑵各地域の歴史や地域活動の経緯等への十分な配慮及び保護者の意向把握に一
層努めながら、通学の負担となる時間・距離などの条件を精査し、通学区域
の再編成（変更・弾力化）を含めた検討をされたい。

⑶各地域の均衡ある発展を図る観点からも魅力ある学校づくりと、小中一貫教
育校、義務教育学校などの学校スタイルについても考慮されたい。また、地
域によっては、通学時間・距離の関係から小規模であっても存続となる学校
も想定されるため、特色あるカリキュラム、活動等を実施する小規模特認校
制度の研究に取り組むとともに、各学校の実情に応じて、隣接校との連携を
検討されたい。

⑷小中学校適正規模適正配置については、教育委員会の会議及び市総合教育会
議が中心となって進められるが、この問題の背景には、少子化に伴う児童生
徒数の減少が存在する。そのため、教育問題としての対応にとどまらず、人
口減少社会に対する市の各種施策との関連性に留意し取り組まれたい。

⑸今後、小中学校適正規模適正配置に関する進捗状況については、逐次、全員
協議会等において協議、報告をされたい。

小中学校適正規模適正配置に関する検討特別委員会審査報告

委員長報告
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令
和
２
年
２
月
19
日
に
開
催
さ

れ
た
全
員
協
議
会
に
お
い
て
、
県

教
育
庁
か
ら
県
立
高
校
改
革
監
な

ど
３
名
が
来
訪
し
、
喜
多
方
高
校

と
喜
多
方
東
高
校
の
統
合
に
つ
い

て
の
概
要
説
明
が
行
わ
れ
た
。

突
然
の
説
明
会
　
県
立
高
等
学
校
統
合
問
題

こ
れ
ま
で
の
経
過

昨
年
２
月
に
県
が
示
し
た
「
県

立
高
校
の
改
革
の
前
期
実
施
計
画
」

で
喜
多
方
高
校
と
喜
多
方
東
高
校

の
統
合
及
び
耶
麻
農
林
高
校
の
会

津
農
林
高
校
と
の
統
合
す
る
こ
と

し
た
こ
と
に
対
し
、
令
和
元
年
６

月
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、「
喜

令和２年第２回臨時議会
３月26日に1日の会期で開催され、令和元年度一般会計補正予算な

どが審議され可決されました。また、「ひとづくり・交流拠点施設整備
1期工事における看護・介護・福祉人材養成施設を除いた子どもの遊び
場、子育て交流・支援施設に特化した整備を図るための予算組替え動議」
が提出され、4：15で否決されました。
令和２年第３回臨時議会

4月30日に1日の会期で開催され、令和２年度一般会計補正予算など
が審議され、今般の新型コロナウイルス感染症対策に関する予算など
が決定しました。

臨時議会が開催されました

多
方
東
高
等
学
校
及
び
耶
麻
農
業

高
等
学
校
の
存
続
を
求
め
る
意
見

書
」
が
提
示
さ
れ
た
。

本
市
に
5
校
あ
っ
た
高
等
学
校

が
、
再
編
後
は
２
校
に
な
る
こ
と
、

生
徒
の
進
路
選
択
と
学
び
の
場
が

狭
め
ら
れ
る
こ
と
、
地
域
経
済
へ

の
影
響
な
ど
か
ら
、
全
会
一
致
で

可
決
さ
れ
関
係
機
関
へ
送
付
、
さ

ら
に
同
年
11
月
19
日
に
は
県
教
育

委
員
会
を
訪
れ
て
要
望
書
を
手
渡

し
、
善
処
を
求
め
て
い
た
。

質
疑
が
長
時
間
に
及
ぶ

今
回
の
県
教
育
委
員
会
の
説
明

に
対
し
て
、「
地
元
の
議
会
が
存
続

を
求
め
て
い
る
、
反
映
さ
れ
な
い

の
か
」「
高
校
が
５
校
か
ら
2
校
に

な
る
、
納
得
い
か
な
い
」「
小
人
数

教
育
で
学
び
の
充
実
を
」「
生
徒
数

の
減
少
は
、
県
が
高
校
の
学
区
制

を
変
更
し
て
き
た
こ
と
が
原
因
」

な
ど
、
次
々
と
質
問
が
出
さ
れ
た
。

県
、
計
画
通
り
進
め
る
と

県
教
育
委
員
会
は
「
非
常
に
重

要
に
受
け
止
め
て
い
る
」
と
し
な

が
ら
も
「
計
画
通
り
進
め
て
ま
い

り
た
い
」
と
県
立
高
等
学
校
改
革

懇
談
会
な
ど
の
同
意
を
得
た
上
で

の
決
定
で
あ
る
と
終
始
し
、
議
会

か
ら
の
要
望
は
叶
わ
ぬ
結
果
と
な

っ
た
。

新
喜
多
方
高
校
は
、
令
和
３
年

４
月
に
開
校
予
定
で
、
県
内
初
の

単
位
制
＋
コ
ー
ス
制
（
４
コ
ー
ス

予
定
）
が
導
入
さ
れ
る
。

11月19日　県教育長へ要望書提出

お詫びと訂正

喜多方市議会だより第
40 号 13 ページ十二村
秀孝議員の写真キャプ
ションに誤りがありま
した。お詫びして訂正
いたします。

誤「大型乾燥調整施設」

→

正「大型乾燥調製施設」
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市議会だよりアンケート調査を実施しました
令和 2年 2月 13日（木）～ 2月 29日（土）まで本庁・各総合支所・市議会ホームページ等に
おいて実施し、市内外からご協力をいただきました。誠にありがとうございました。

詳しくは喜多方市議会ホームページをご覧ください。
ご意見を受け、本号から文字を大きくしてお届けしています。より分かりやすい市議会だ
よりとするため、今後も皆様からのご意見等をお待ちしています。

あなたの年齢をおたずねします。

未回答 0.6% 20～29歳
2.8％

18～19歳
0.6%

18歳未満 3.3%

30～39歳
10.5％

40～49歳
13.8％

50～59歳
11.6％60～69歳

26.0％

70～79歳
23.2％

80歳以上
7.7％

議会情報の広報手段で良いと思うものは？どのような記事に関心がありますか？
特にない 3.5%

おじゃまします
市議会です
12.9％

定例会予算・議案審議
委員会の審査から

10.1％
市議会だより
51.5％

市議会ホームページ
16％

議会放映（放送）
11.5％

SNS等
14.1％

一般質問
26.1％

請願・
陳情の審査
7.3％討論

7.8％

審議結果
7.1％

議会活動報告
15.5％

お知らせ
4.5％

取材レポート
4％ 特にない

3.5%未回答 1.2% 未回答 3.4%

調査結果（抜粋）

みなさまからのご意見

正直苦手意識がありまし
たが、最近は良く目を通す
ようにしています。

難しい言葉や文章が多い
と読む気になれない。

毎回取材レポートが新鮮
で楽しみです。

議会の活性化と議員の調査研究その他の活動の充実を図るため、必要な経費の一部として会派に対し交付
されるものです。各会派の収支の状況をお知らせします。

令和元年度　政務活動費　会派別及び使途別収支一覧表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
会派名 新良致会 創造喜多方 高和会 公明党 日本共産党

喜多方市議団 和同の会 結いの会

会派構成

佐 藤 忠 孝
五十嵐吉也
小 島 雄 一
伊 藤 弘 明
上野利一郎
齋藤勘一郎
十二村秀孝
山 口 文 章

齋 藤 仁 一
渡 部 勇 一
坂 内 鉄 次
長 澤 勝 幸

渡 部 一 樹
後 藤 誠 司
佐 原 正 秀

小 林 時 夫
菊地とも子

小 澤 　 誠
矢 吹 哲 哉

山 口 和 男
蛭 川 靖 弘

田 中 雅 人

収入内訳 交付額 1,920,000 960,000 720,000 480,000 480,000 480,000 240,000
収入合計（A） 1,920,000 960,000 720,000 480,000 480,000 480,000 240,000

支出内訳

調査研究費 1,348,346 411,404 449,522 61,280 0 164,664 138,773
研修費 0 0 0 0 0 0 0
広報費 248,754 436,281 259,380 171,776 475,246 221,584 0
広聴費 0 0 0 0 0 0 0

要請・陳情活動費 0 0 0 0 0 0 0
会議費 0 0 0 0 7,300 0 0

資料作成費 129,678 0 0 0 3,240 0 0
資料購入費 18,260 33,260 0 0 13,240 26,308 2,500
人件費 0 0 0 0 0 0 0
事務所費 0 0 0 0 0 0 0

支出合計 (B)  1,745,038 880,945 708,902 233,056 499,026 412,556 141,273
収支差引額 (A-B) ※ 1 174,962 79,055 11,098 246,944 △ 19,026 67,444 98,727
市への返還額 174,962 79,055 11,098 246,944 0 67,444 98,727

政務活動費
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議
会
の
主
な
動
き

6月定例会の予定6月定例会の予定

日 月 火 水 木 金 土

  　 2 3 4 5 6

 7 8 9 10 11 12 13

 14 15 16 17 18 19 20

5
31
／ 6

1
／

本会議
（開会、会期決定、
提案理由説明）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（議案審議）

委員会
（各常任委員会
付託案件の審査）

休会
（議案調査）

休会
（事務整理）

休会
（事務整理）

本会議
（委員長報告、
各案件決定、閉会）

※なお、傍聴される方は、備え付けのアルコール消毒液での手指の消毒と咳エチケットにご協力をお願いいたします。
　今後の状況によっては、対応が変わることもありますので、ご了承ください。

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、当面の間、体調のすぐれない方、風邪症状が
ある方の傍聴はご遠慮いただきますようお願いいたします。

きたかた FM 
議会中継　78.2MHz

　定例会の様子を録音放送
しています。
　開会日の翌週、平日の
午後2時～午後5時は、ラジオ
放送をぜひお聞きください。

議会
インターネット中継

　開会中はライブ（生配信）
を視聴できます。
　過去の配信映像も視聴で
きます。

喜多方市議会公式facebookページを開設
しています。 
https://www.facebook.com/kitakatashigikai/

３
月
以
降
、議
会
の
行
政
視
察
は
見
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

	

８	

各
常
任
委
員
会
協
議
会
、
議
会
広
報
編
集
委
員
会

	

15	

山
形
県
尾
花
沢
市
議
会
・
青
森
県
平
川
市
議
会

	
	

行
政
視
察
受
入
れ

	

16	

全
員
協
議
会

	

10	

議
会
運
営
委
員
会

	

17	

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

	
	

愛
知
県
豊
橋
市
議
会
行
政
視
察
受
入
れ

	

23	

只
見
町
議
会
行
政
視
察
受
入
れ

	

24	

議
会
広
報
編
集
委
員
会

	

31	

小
中
学
校
適
正
規
模
適
正
配
置
に
関
す
る
検
討

	
	

特
別
委
員
会

	

5	

全
員
協
議
会

	

6	

宮
城
県
松
島
市
議
会
行
政
視
察
受
入
れ

	

7	

愛
知
県
岡
崎
市
議
会
行
政
視
察
受
入
れ

	

10	

小
中
学
校
適
正
規
模
適
正
配
置
に
関
す
る
検
討

	
	

特
別
委
員
会

	

14	

全
員
協
議
会

	

19	

議
案
説
明
会
、
全
員
協
議
会
、
議
会
運
営
委
員
会
、

	
	

小
中
学
校
適
正
規
模
適
正
配
置
に
関
す
る
検
討

	
	

特
別
委
員
会

	

27	

３
月
定
例
会
（
～
３
月
17
日
ま
で
）、

	
	

各
会
派
代
表
者
会
、
議
会
運
営
委
員
会

	

１	

全
員
協
議
会
、
正
副
委
員
長
会

	

16	

議
会
広
報
編
集
委
員
会

	

17	

議
会
運
営
委
員
会

	

26	

全
員
協
議
会
、
議
会
運
営
委
員
会
、
臨
時
議
会

１月２月３月
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市
議
会
だ
よ
り

第
41号

2020年
５
月
 

〈
発
行
〉喜
多
方
市
議
会
　
 TEL 0241-24-5253

〈
編
集
〉議
会
広
報
編
集
委
員
会

〒
966-8601 喜

多
方
市
字
御
清
水
東
7244番

地
2

喜
多
方
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://www.city.kitakata.fukushim
a.jp/site/gikai/

編
集
後
記

254
億
円
の
令
和
2
年
度
の
当
初
予

算
な
ど
81
本
の
議
案
等
を
審
議
し
た

3
月
定
例
会
の
市
議
会
だ
よ
り
を
編

集
し
ま
し
た
。2
月
に
実
施
し
た「
市

議
会
だ
よ
り
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
で

は
多
く
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
一
つ
ひ

と
つ
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に

分
か
り
や
す
い
市
議
会
だ
よ
り
を
、

と
の
思
い
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
一
日
も
早
い
収
束
と

日
常
生
活
の
回
復
に
、
議
会
も
全
力

を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

�

矢
吹
　
哲
哉
　

議
会
広
報
編
集
委
員
会

※12月に撮影したものです

委
員
長�

長
澤
　
勝
幸

副
委
員
長�

小
島
　
雄
一

委
　
　
員�

矢
吹
　
哲
哉

�

山
口
　
文
章 �

蛭
川
　
靖
弘

�

菊
地
と
も
子

�

田
中
　
雅
人

�

後
藤
　
誠
司

今回、県立桐桜高等学校に訪問し意見交換を
してきました。
新型コロナウイルス感染拡大の影響で全員マ

スク着用でしたが、学校の中庭にある「憩いの
広場」で晴々とした中、取材をおこないました。
生徒さんは、今年3年生になったばかりで、
最初は戸惑いなどありましたが、終始快活で、
清々しい印象をうけました。
日々の授業の中で、自分たちが住んでいる街
のために貢献できることを模索し、喜多方を活
性化するにはどんな事をするべきかを考え、地
域と連携して実践しておられます。未来をつく
りあげる若い力を感じました。
桐桜高校は部活動が盛んで、今回取材に協力

してもらった原さんが部長を務めるレスリング
部は、福島県高校新人大会で団体優勝するなど

部活動でも大活躍！

測量実習

背景の絵柄は「喜多方の染型（県有形民俗文化財指定）」“流れに鯉・桜”です。

（特集２・3ページをご覧ください。）

将来、喜多方市に戻って来たい！レポ ト～取材

優秀な成績を収めています。他の部活動でも柔
道部をはじめ、各種大会でのすばらしい活躍は
喜多方の誇りです。さらに、県内外で高い進学・
就職率で大企業や地元企業で大きく活躍されて
います。 
「将来県内外に進学・就職しても最終的には
喜多方市に戻ってきますか？」との質問に、「戻っ
て来たいです！」とキッパリとした答えが返っ
てきました。喜多方を離れても戻ってこられる
街であってほしい、安心して帰ってこられる街
にしてほしいとの願いを強く感じました。
未来を担う皆さんの声を真摯に受け止め、実

現できるように今後も取り組んでまいります。 


